
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ クロロプレンゴム・クロロスルフォン化ポリエチレンゴム系塗料 

■ Ｓ­１タイプ・Ｓ­２タイプ 

ＯＮＲ工業会 

Ｐａｒｔ１（塩害劣化防止仕様） 

 国土交通省新技術情報提供システム（ＮＥＴＩＳ）  登録番号：KT‐990214-V 
※2017.4 掲載期間終了 

 (財)道路保全技術センター技術審査証明書   技審証第0012 号 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＮＲ工法 

はじめに 

ＯＮＲ工法Ｐａｒｔ１は，塩害による補修工法として開発された工法です．塩害は，飛来塩分などにより，コンクリ

ート表面から内部に塩化物イオンが浸透することで，鉄筋が腐食膨張し，コンクリートにひび割れ，はく離等の

欠陥を生じる現象です．これを防止するには外部からの水分と塩分の侵入を防ぐことが必要となります．これ

に応える材料と施工方法がＯＮＲ工法Ｐａｒｔ１です． 

塩害を受けた構造物には，コンクリート表面に鉄筋に沿ったひび割れが生じます．このひび割れに水と酸素が

侵入し続けることにより，ひび割れ幅が増大し，コンクリート表面に鉄筋の錆汁が生じます．このような状況下

では，コンクリート表面に数多くのひび割れが生じていると考えられます．このため，コンクリート構造物の耐久

性と耐荷力を確保するには，ひび割れの原因をいち早く特定し，鉄筋の腐食を食い止めることが重要となりま

す．また，飛来塩分量が観察される海岸地域では，コンクリートの劣化を予防する観点からも早い段階で処

理することが重要となります． 

ＯＮＲ工法の塗膜はゴム系であるため，躯体であるコンクリートにひび割れが生じても，優れたひび割れ追従

性によって遮塩性を維持し，同時に水や酸素を遮断して劣化の進行を抑制することができます． 

開発以来３０年以上が経過し，豊富な経験と実績を重ねてきたＯＮＲ工法Ｐａｒｔ１は，施工後１６年および２５

年が経過した段階で塗膜の耐久性試験を実施し，十分な性能を維持していることが確認されています． 

 

本工法は，東・中・西日本高速道路株式会社「構造物施工管理要領（平成２２年７月） コンクリート表面保

護」および建設省総合技術開発プロジェクト「塩害を受けた土木構造物の補修指針（案）」の規格に合格する

ものです． 

Part1（塩害劣化防止仕様） 

機能と特長 

１． 遮塩性に優れる   ・・・ 外部からの塩化物イオンの浸入を遮断します． 

２． 防水性が高い   ・・・ 外部からの水分を遮断します． 

３． ひび割れ追従性に優れる ・・・ コンクリートのひび割れ幅の変動に十分追従します． 

４． コンクリートとの付着強度が高い 

５． 防錆性に優れる 

補修後  

コンクリート構造物 外気 

雨水 

 

塩分 

 

雨水 

 

塩分 
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                        ①～⑧は，施工手順参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材料仕様 

 

           種類 

工程 
Ｓ‐１ Ｓ‐２ 備考 

鋼材防錆処理 

前
処
理 

トリック 

（0.34kg/m2） 

トリック 

（0.34kg/m2） 

一液性エポキシ樹脂，除錆軽減型防食塗料 

（鉄筋表面積1m2当り） 

下地調整処理 
セルタルペーストＰ 

（1.9kg/m2） 

セルタルペーストＰ 

（1.9kg/m2） 

ガラス繊維を混入した接着力の高いポリマーセメントペースト 

損傷部除去個所および欠損部に刷毛塗り 

断面修復 
セルタルモルタルＭ 

（1900kg/m2） 

セルタルモルタルＭ 

（1900kg/m2） 

ガラス繊維入り速硬性厚塗りポリマーセメントモルタル 

損傷部除去個所および欠損部に充填（断面修復部1m2当り） 

不陸整正 ① 
セルタルペーストＭ 

（3.8kg/m2） 

セルタルペーストＭ 

（3.8kg/m2） 

速硬性不陸整正用ポリマーセメントペースト 

（平均塗厚2mm の場合） 

下塗り ② 
オーソレＰ 

（0.12kg/m2） 

オーソレＰ 

（0.12kg/m2） 
耐アルカリ性に優れた接着性のよいプライマー 

中塗り ③ 
オーソレＮＲ 

（0.25kg/m2） 

オーソレＮＲ 

（0.25kg/m2） 
クロロプレンゴムを主原料とした遮塩性に優れる塗料 

補強布張り ④ 
ＮＳＶシート 

♯８０６０ 
― 

塗膜に適度な伸びと強靭な引張強度，引裂強度を付与 

材質はビニロン繊維 

中塗り 

⑤ 
オーソレＮＲ 

（0.25kg/m2） 

オーソレＮＲ 

（0.25kg/m2） 
クロロプレンゴムを主原料とした遮塩性に優れる塗料 

⑥ 
オーソレＮＲ 

（0.25kg/m2） 
― 

上塗り 

⑦ 
オーソレＦ 

（0.25kg/m2） 

オーソレＦ 

（0.25kg/m2） クロロスルフォン化ポリエチレンゴムを主原料とした耐候性に

優れる塗料 
⑧ 

オーソレＦ 

（0.25kg/m2） 

オーソレＦ 

（0.25kg/m2） 

修復部 標準断面図 

不陸整正

（セルタルペーストＭ）

下塗り（オーソレＰ）     

中塗り（オーソレＮＲ） 

補強布張り（ＮＳＶシート） 

上塗り（オーソレＦ） 除錆部 

下地処理

（セルタルペーストＰ）

断面修復

（セルタルモルタルＭ）

鋼材防錆処理 

（トリック） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＮＲ工法 Part1（塩害劣化防止仕様） 

 

試験項目 
試験結果 規格 

Ｓ‐１ Ｓ‐２ １種 ２種 

耐候性 

（ＪＩＳ Ｋ ５４００ ６.１７） 
合格 合格 

促進耐候性試験を３００時間行ったのち，白亜化がほとんどなく 

被覆にわれ，はがれがないこと 

遮塩性 

（塩素イオン透過量） 

1×10-5 

（mg/cm2・日）以下 

1×10-5 

（mg/cm2・日）以下 

1×10-3（mg/cm2/日）以下 

であること 

1×10-2（mg/cm2/日）以下 

であること 

耐アルカリ性 

（ＪＩＳ Ｋ ５４００ 7.4） 
合格 合格 水酸化カルシウム飽和溶液に 30 日間浸漬後，,塗膜に変状がないこと 

コンクリートとの付着性 

（ＪＩＳ Ａ ６９１０） 

2.4 N/mm2 

（界面破壊なし） 

2.0 N/mm2 

（界面破壊なし） 
界面破壊がないこと 

ひびわれ追従性※ 2.10 mm 1.00 mm 
ＰＣ用：コンクリートのひび割れ幅が 0.1mm まで被覆に欠陥が生じないこと 

ＲＣ用：コンクリートのひび割れ幅が 0.2mm まで被覆に欠陥が生じないこと 

※ 試験方法は，阪神高速道路公団・日本材料学会「コンクリート構造物の表面保護工便覧（案）同解説」による 

性 能 

● 建設省総合技術開発プロジェクト 塩害を受けた土木構造物の補修指針（案） コンクリート表面被覆材料の品質 試験結果 

 

試験項目 
試験結果 

規格 
Ｓ‐１ Ｓ‐２ 

 塗膜の健全性 

標準養生後 合格 合格 塗膜は均一で流れ・むれ・ふくれ・われ・はがれのないこと 

促進耐候性試験後 合格 合格 白亜化はなく，塗膜にふくれ・われ・はがれのないこと 

温冷繰り返し試験後 合格 合格 塗膜にふくれ・われ・はがれのないこと 

耐アルカリ試験後 合格 合格 塗膜にふくれ・われ・はがれのないこと 

耐湿試験後 合格 合格 ７（１０）日間で塗膜にふくれ・われ・はがれのないこと※１ 

 コンクリートとの 

 付着性 

標準養生後 1.71 N/mm2 2.09 N/mm2 

塗膜とコンクリートとの付着強度が 1.0 N/mm2 以上である

こと 

促進耐候性試験後 2.20 N/mm2 4.00 N/mm2 

温冷繰り返し試験後 1.26 N/mm2 1.81 N/mm2 

耐アルカリ試験後 1.42 N/mm2 1.83 N/mm2 

 遮塩性 
0.34×10-3以下 

（mg/cm2・日） 

0.4×10-3 

（mg/cm2・日） 

塗膜の塩素イオン透過量が 5.0×10-3 mg/cm2・日以下

であること 

 酸素透過阻止性 3.2×10-2 3.0×10-2 
塗膜の酸素透過量が 5.0×10-2 mg/cm2・日以下である

こと 

 水蒸気透過阻止性 0.1 0.2 塗膜の水蒸気透過量が 5.0 mg/cm2/日以下であること 

 中性化阻止性 0.0 0.0 中性化深さ 1mm 以下であること 

 ひび割れ追従性 

標準養生後（常温時） 1.26 3.99 塗膜の伸びが 0.4（0.8）mm 以上であること※２ 

標準養生後（低温時） 0.68 1.70 
塗膜の伸びが 0.2（0.4）mm 以上であること※３ 

促進耐候性後（常温時） 1.19 3.83 

※１：高温多湿環境に使用するものは，１０日間とする 

※２：ひび割れ追従性を特に必要とするものは，0.8mm 以上とする 

※３：ひび割れ追従性を特に必要とするものは，0.4mm 以上とする 

● 東・中・西日本高速道路株式会社「構造物施工管理要領（平成２２年７月） コンクリート表面保護」 試験結果 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  塗膜材齢 

１６年 

塗膜材齢 

２５年 
基準値 

遮塩性 mg/cm2・日 ０．２７×１０－３ １．３７×１０－３ ５．０×１０－３以下 

付着強さ N/mm2 １．２７ １．５２ １．０以上 

ひび割れ追従性 mm ２．８１ ２．９４ ０．４以上 

     ※ 表面被覆材の性能試験は通常塗膜のみで検査を行います．実橋では塗膜だけを損傷なく取り出すことは困難であるため， 

       コンクリートを含む供試体を用いています．塗膜には既に多量の塩化物イオンが内在しているため，遮塩性の試験においては 

        初期検査より厳しい条件での検査となりますが，基準値を満足することが確認されました． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐久性試験 

ＯＮＲ工法Ｐａｒｔ１を施工した後 16 年および 25 年経過した橋梁の塗装を用いて，遮塩性，付着強さ，ひび割れ追従性の試験を

行いました．その結果，いずれも，東・中・西日本高速道路株式会社の構造物施工管理要領の基準値を満足するもので，十分

な性能を有することが確認されました。※
 

供試体 塗膜面

3%食塩水 蒸留水

円筒セル

ゴム栓シーリング

遮塩性試験の概要 
遮塩性試験状況 

塗膜

アタッチメント（鋼製）

試験片（コンクリートコア，t=10mm）

エポキシ樹脂系接着剤

切込み 塗膜

アタッチメント（鋼製）

試験片（コンクリートコア，t=10mm）

エポキシ樹脂系接着剤

切込み

コンクリートとの付着強さの試験の概要 

ひび割れ追従性試験状況 

コンクリートとの付着強さ試験状況 

ひび割れ追従性試験の概要 

5
0
m
m

試験片

抑えネジ 塗膜面

レーザー変位計



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＮＲ工法 Part1（塩害劣化防止仕様） 

施工手順 

② 下塗り 
  （オーソレＰ塗布） 

③ 中塗り 
  （オーソレＮＲ塗布） 

① 断面修復・不陸整正 
 （セルタルペーストＭ充填・塗布） 

⑤⑥ 中塗り 
  （オーソレＮＲ塗布） 

⑦⑧ 上塗り 
  （オーソレＦ塗布） 

④ 補強布張り 
  （ＮＳＶシート張付け） 

足場工 

損傷部除去工 

鋼材防錆処理工 

下地処理工 

断面修復工 

素地調整工 

不陸整正工 

塗装工 

（損傷のない部分） （損傷部分） 

修復工 

施工前  

施工後  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前島橋（熊本県）     

獅子ヶ鼻大橋（新潟県）    

岬大橋（高知県）     

施工例 

形式  ： ３径間ポストテンション方式単純Ｔ桁橋

補修年度 ： 昭和６０年度，平成１４年度 

補修工法 ： ＯＮＲ工法Ｐａｒｔ１ Ｓ－１ 

形式  ： ５径間ＰＣ有ヒンジラーメン橋

補修年度 ： 平成６年度 

補修工法 ： ＯＮＲ工法Ｐａｒｔ１ Ｓ－１ 

形式  ： ６径間プレテンション方式単純Ｔ桁橋 

補修年度 ： 平成１８年度 

補修工法 ： ＯＮＲ工法Ｐａｒｔ１ Ｓ－２，はく落防止



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

                             ２０２６．４ 

 

     

【事務局】     

■ オ リ エ ン タ ル 白 石 株 式 会 社 〒１３５-００６１  東京都江東区豊洲５-６-５２ TEL：０３-６２２０-０６３３ FAX：０３-６２２０-０６３４ 

     

【工業会加盟会社】     

■ オ リ エ ン タ ル 工 業 株 式 会 社 〒９８３-００３５  宮城県仙台市宮城野区日の出町２-２-８ TEL：０２２-２３９-７３６１ FAX：０２２-２３９-７３６４ 

■ リ ッ ク ス 株 式 会 社 〒９９０-０４０１  山形県東村山郡中山町大字長崎４１４５-１ TEL：０２３-６６２-５２５５ FAX：０２３-６６２-５０３７ 

■ ダ イ セ ル ミ ラ イ ズ 株 式 会 社 〒１０８-８２３１  東京都港区港南２-１８-１ TEL：０３-６７１１-８５１３ FAX：０３-６７１１-８５１６ 

■ 日 新 工 業 株 式 会 社 〒１２０-００２５  東京都足立区千住東２-２３-４ TEL：０３-３８８２-２５４２ FAX：０３-３８８１-４１７３ 

■ 日 新 特 殊 建 設 株 式 会 社 〒１２０-００３４  東京都足立区千住１-２１-３ TEL：０３-５２８４-１５７１ FAX：０３-５２８４-１５７３ 

■ 株 式 会 社 ホ ー ク 〒２３１-０００３  神奈川県横浜市中区北仲通１－６ TEL：０４５-２２２-００５０ FAX：０４５-２２２-００５１ 

■ 株 式 会 社 い り や ま と 〒９５０-０９１２  新潟県新潟市中央区南笹口１-７-１０ TEL：０２５-２４３-３１４１ FAX：０２５-２４１-１２１０ 

■ 光 建 設 工 業 株 式 会 社 〒６１２-８４８９  京都府京都市伏見区下鳥羽西柳長町８ TEL：０７５-６０１-５２６０ FAX：０７５-６０１-５２６５ 

■ 株 式 会 社 エ ス テ ッ ク 〒５４２-００８１  大阪府大阪市中央区南船場２-９-８ TEL：０６-６２２４-０３６５ FAX：０６-６２２４-０１２４ 

■ 廣 内 工 業 株 式 会 社 〒６７０-０９７４  兵庫県姫路市飯田３-９８-１ TEL：０７９-２３３-１００２ FAX：０７９-２３５-７６７９ 

■ 株 式 会 社 前 田 組 〒６５５-００１３  兵庫県神戸市垂水区福田４-６-２７ TEL：０７８-７０８-８１０１ FAX：０７８-７０６-０５９６ 

■ 株 式 会 社 マ ツ バ ラ 〒６６８-０２４６  兵庫県豊岡市出石町日野辺６３６-４３ TEL：０７９６-５２-５５３８ FAX：０７９６-５２-６１１８ 

■ 山 陰 建 設 サービス株 式 会 社 〒６８３-０８５１  鳥取県米子市夜見町３０８３-５ TEL：０８５９-２９-９４２１ FAX：０８５９-２９-９０９４ 

■ 株 式 会 社 近 藤 組 〒７０８-１１２４  岡山県津山市高野山西２２２５-２ TEL：０８６８-２６-１３９０ FAX：０８６８-２６-５０５３ 

■ 大 陽 塗 装 工 業 株 式 会 社 〒７００-００５３  岡山県岡山市北区下伊福本町１－３１ TEL：０８６-２５４-８８３６ FAX：０８６-２５３-７９５６ 

■ 株 式 会 社 建 創  〒７３１-５１３5  広島県広島市佐伯区海老園1-5-７ TEL：０８２-９２５-５８７７ FAX：０８２-９２４-２８３３ 

■ 株 式 会 社 構 造 物 ク リ ニ ッ ク 〒７５９-０１３２  山口県宇部市大字山中字甲石７００-７７ TEL：０８３６-６２-５２００ FAX：０８３６-６２-５２０１ 

■ 有 限 会 社 植 木 工 業 〒７８０-０９５１  高知県高知市西塚ノ原１８０-３５ TEL：０８８-８４０-５０５７ FAX：０８８-８４０-２５２２ 

■ 株 式 会 社 ト ラ ス ト 工 業 〒８３０-００４８  福岡県久留米市梅満町４０７-５ TEL：０９４２-３８-０８６５ FAX：０９４２-３９-０６９８ 

■ 株 式 会 社 栄 和 メ ン テ ナ ン ス 〒８０３-０８０１  福岡県北九州市小倉北区西港町９２－１ TEL：０９３-５９１-６３００ FAX：０９３-５９１-６３６３ 

■ 有 限 会 社 坂 本 建 設 〒８５４-０００５  長崎県諫早市城見町３２-５ TEL：０９５７-２２-５６３６ FAX：０９５７-２２-５６６３ 

■ 株 式 会 社 ミ サ ト 技 建 〒８６１-８００５  熊本県熊本市北区龍田陣内４-１８-１７ TEL：０９６-２７４-３３３３ FAX：０９６-２７４-３３３４ 

■ 株 式 会 社 T a k e  〒８６１-４４０５  熊本県下益城郡美里町萱野８３９ TEL：０９６４-２７-９７７５ FAX：０９６４-２７-９７７６ 

■ 佐 藤 土 木 株 式 会 社 〒８７０-０９２４  大分県大分市牧１-１１-１５ TEL：０９７-５５８-６３０２ FAX：０９７-５５８-０２９１ 

■ 有 限 会 社 佐 藤 防 水 〒８９２-０８３７  鹿児島県鹿児島市甲突町２９-３ TEL：０９９-２２３-２７０４ FAX：０９９-２２３-２７１４ 

     

     

     

     

     

     

 

ＯＮＲ工業会 


